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は　じ　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fumi－O
　近世における宗教史の重要な閤題の一っに寺請制度がある。寺院は近世初期寺請制度というかたちで，
幕藩支配機樽の一部に組み込まれたが，寛文期以降，早くも幕府は寺請制度に伴う寺院経済の幕藩経済への
障害に苦慮し，その統制に意を用いはじめている。それは寛文五年（1665）の諸宗寺院法度に明確に
みられ，水戸・岡山・会津三藩に代表される寺院・僧侶の整理に，このような意向は継承されている。
　ところで寺院経済の幕藩経済にたいする重圧は具体的にどうであつたか，これまでの研究においては，
①多分に誇張的な儒者の排仏論によるか，②あるいは前述三藩の寺院・僧侶整理の数字をつかむか，③特
定の一伽寺にピントを合わせ編年的に寺院経営をあとづけるかであつた。しかしそのような方法によつて
は，幕藩行政に照応した形で寺院経営の実態を把握することは極めて困難である。
　そのためここでは，安永五年（1776）『天台宗諸寺分限帳』（内閣文庫所蔵）により，その寺院経
営の実態をあきらかにすることにした。この史料は江戸幕府が書き上げさせたもので，村役人連判の上，
その寺の住職が捺印しており，この段階における寺院経営の実態を示している。
　書き上げの範囲は武蔵国（6冊），安房国・相模国（1冊），三河国・遠江国・駿河国・甲斐国（1冊）
下総国（4冊）の地域で合計12冊である。そρ中で比較的まとまつているのは武蔵国で6冊のうち，1
冊は直末寺院，5冊は又末寺院，t冊は孫末寺院，1冊は門徒寺院の書き上げである。その他諸地域は直
末寺院より門徒寺院まで含んだものであるが，いつれも記載が簡単で大雑把であり，遺漏も多い。そのた
．めここでは書き上げが詳細である武蔵国・下総国の分をまず検討してみることにした。
　史料の内容についてふれてみると，共通しているのは寺院収入の書き上げ（っまり作徳・檀徳・祠堂金
利子・散銭・末寺よりの収入等）と，檀家数，田畑・山林・境内面積，附属の諸堂等である。その記載例
を示せばつぎの如くである。
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①（檀家数にっいて）。寺請制下における檀家数は寺院経営の大きな指襟である。それぞれの寺
　院がどの程度の漕家を把握していたか，とくにそのなかで葬祭を依頼する檀家がどの程度あるか，
　これは寺院経営の根本的な問題である。ところがこのような研究はほとんど行われていない。
　そのためここではその標準的な型を出してみたい。
②　（檀家の内容について）。この分限帳にオ『いては祈願檀家・菩提檀家の二っに区分している。
　祈願檀家は祈薦檀家と記されている場合もあり，治病・招福の祈禧だけを依頼する檀家をさすも
　のと考えられる。また菩提檀家は滅罪檀家と記されている例もあり・これは明らかに葬祭を依頼
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している近世的寺請制下の檀家である。菩提檀家の場合，祈禧も依頼していたと考えていい6
っまり菩提檀家は葬祭・祈禧のすべて，祈禧檀家は祈薦だけを依頼する檀家の意である。そこで
　祈願檀家・菩提檀家の経済的負担の差はどの程度であつたか，これについて数字がはつきり出せ
　る直末寺院にっいて若干みてみたい。比企郡中爪村善光寺の場合は，
　　　檀那祈六拾九軒
　　　　滅八拾軒
　　　　但祈銭六貫文（1石）
　　　　　滅銭十四貫文（2・3石）
　とみえ，祈願檀家は一軒当り米1升4合の負担に対し，滅罪檀家は2升9合と約2倍強である。
　また比企郡奈良梨村普賢寺の場合は，
　　　壇那祈願百六拾軒
　　　　壌．施＋五貫文
　　　　滅罪四拾軒
　　　　檀施十五貫文
　と，これは菩提（滅罪）檀家は祈願檀家の四倍の負担をしている。勿論それぞれ寺院毎にその負
　担差はあるが，祈願檀家・菩提檀家の負担の差は一応2～4倍位ということができる。
③　（寺院経済の内容について）。ここでは作徳・檀徳・祠堂金利子・末寺よりの収入の4つに分・
　けることができる。ここでとくに注目すぺきは檀徳が寺院全収入の中においてどの程度の比率を
　占めるかということである。また別の面からいえば，檀家一戸あたりどの程度の費用を負担して
　いるかということである。
④最後に二つの問題を検討してみたい。まず第7は数字に明白にできない檀徳力玉相当あるのでは
　ないかということ，たとえば法会の志納・境内諸堂のさい銭のたぐいである。またもう一つ注意
　すべきことは，史料的制約の面である。少くとも，この史料は寺院側の書き上げによつて作成さ
　れた収入面のみの記録である。この場合土地からの収入・祠堂金の利子・末寺よりの収入等のな
　かば公開されている収入は手直しすることはできないが，壇家よりの収益はある程度あいまいな
　面がある。これは檀家数その他の条件がほぼ同じような寺院の場合檀徳がかなり大きく違？てい
　ることよりも推測できる。そのような事情を考慮にいれても，科学的な経営史料をかく近世寺鴨
　にっいて，これだけの数字がでていることは，非常に大きな意味をもっものと思われる。
　　本論に入るまえに寺院の階層制を規定しておきたい。それは直末寺院・又末寺院・孫末寺院・
　門徒寺院の四つからなっている。
　1）　直末寺院は東叡山寛永寺の直接支配をうける寺である。この分限帳において，直末寺院の
　　’寺中も酉末帳に記載され，規模も直末より大なるものがあつたが，ここではまず寺中は除き
　　　純融直末寺院のみとした。取り扱ったのは，喜多院・一乗院・慈恩寺・深大寺・大宝寺・
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　　金蔵寺・常光院・円通寺・泉福寺・善光寺・新光寺・円福寺・普光寺・高蔵寺・普賢寺・林
　　昌院・観音寺・立岩寺・宝蔵寺・遍照寺・天龍寺・長命寺・観音寺・妙観院・宝泉寺・明長
　　寺・善明寺の以上27力寺である。　　　　　　　　　．
2）　又末寺院は直末寺院の支配をうけるもので，この地域においては15の系統に分けること
　　ができる。取扱ったのは128力寺である。
3）　孫末寺院は直末寺院と又末寺院の下に支配をうける寺院である。この地域においては喜多
　　院と長楽寺の2力寺に集中している。取り扱った寺院は43力寺である。
4）　門徒寺院は4つの階層の最も低位であるが，その支配の方法は必らずしも一定していない。
　　その区分けがはっきりしている武蔵国をみてみると、直末寺院の支配145力寺，・又末寺院
　　による支配が全くみられないことが特徴である。ここでとりあげたのは下総国における325
　　力寺である。
　　’序説はこの程度にとS’めて，以下天台宗諸寺分限帳を中心に，直末寺院・又末寺院・孫末
　　寺院・門徒寺院の順に，寺院経営の実態をさぐつてみる。しかし何分多種多様の数字の集計
　　整理には時間を要するので，ここでは中間報告の形式で一応問題点を明確にすることにとど
　　めたいと思う。　　　　　　　　　・　　’
1
　武蔵国における直末寺院は27力寺である。まず檀家数から検討してみると，その中で不明（檀家の項
が記載されていないもの）2力寺，檀家のないもの2力寺である。このため残り23力寺にっいて検討し
てみる。最低はt4軒持ちの遍照寺で，最高は852軒の泉福寺である。その分布は第1表の如くである。
1力寺当りの平均檀家数は159．5軒である。
第t表檀家数’
檀家数 寺院数
50　以　下 4
51～1004
101～1506
151～2006
201～2501
251～3001
501～ 1
計 23
っぎは檀家の内容である。祈願檀家と菩提檀家の数について表に示すと，
25力寺のうち10力寺はその区別が不明であり，また1力寺はその区別
に疑問があるので，ここでははぶき，残りの12力芋こついて検討を加え
た。’
12力寺のうち祈願檀家が多いのは，普賢寺・妙観院の2寺で，あとの10
力寺は菩提檀家が圧倒的多数を占邑ている。ここで一応菩提と祈願の比を
出してみると，77対23，つまり約8割が菩提檀家である。このことはtt
すくなくとも，古代仏教的色彩が非常に濃厚である天台宗寺院においてさ
え葬式仏事にその財源をもとめていること，換言すれば葬祭仏教とならな
けれ1ま寺院経営ができなかつたことを示している。祈願檀家と菩提檀家の
経営的負担の差についてみれば先述のごとく，菩提艦家が祈願あそれの約
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第2表檀家の内容 第3表　寺院の収入明細　　　（単位は石）
寺名 檀家数 祈　願 菩提 寺　名 作　徳 檀徳 藤仔 末寺銭 合　計
1喜多院 120 0 り20 1金蔵寺 1己0 1己6 60 ＆5 4Z1
2一乗院 80 0 80 2常光院 6Z6 ＆5 20．0 25 ga45泉福寺 1薯．4 227 一 一 54」
3深大寺 300 0 500 4普光寺 6．2 乙3 一 一 95
4常光院 150 0 150 5新光寺 150 54 一 一 2’2．4
5泉福寺 855 19 834 6円福寺 2．6 2．5 乙1 一 ao
7普光寺 58 50120 一 2a8
6普光寺 149 69 80 8高蔵寺 a5 53 一 一 1t6
7円福寺 27 27 0 9普賢寺 α7 50 一 一 57
8普光寺 43 19 24 10林昌院 1．6 1．5 一 一 51
11観音寺 α5 91 乙22 一 12．82
9高蔵寺 140 37 103 12宝蔵寺 a8 2」 一 一 1α9
10普賢寺 200160 40 15遍照寺 50 α2 1．6 一 己8
11林昌院 81 1 80 14妙観寺 2．85 α67 57 一 Z22
合　計 1555584．47496211．0 29＆44
12妙観院 210180 50 ? 5t42a5 16．6 57 10α0
　2～4倍の負担をしている。このことは寺院経営における菩提檀家の重要性を明確に示すものである。
　つぎに寺院経済全体に占める檀徳の割合を検討してみたい。以下それについて数字の出しうる14力寺
について掲げてみる。（第3表）　・
寺院収入のなかで祠堂銭金利収入16．・6％，末寺よりの収入5．7％である。もっとも金利収入を得ている
寺院はアカ寺で全体の2分の1であり，末寺収入を得ている寺院は2力寺のみである。このたあいつれも
全寺院に共通の問題点とすることは若干困難が伴う。そのためこの2つの収入にっいてはここではふれず
全寺院に通じている作徳・檀徳についてふれてみたい。この2つの収入を合せると，全体の約8割（79．716）
を占めている。作徳と檀徳の比は16対9の割合である。作徳はその所領から入る収益が朱印地・黒印地
年貢地・除地・境内境外年貢地と多様であり1その数字算出が誠に困難であるため，その詳細な分析はつ
ぎの機会にゆつることとした。そして近世的特質を最も明確にあらわしていると考えられる檀徳について
だけ検討してみることにした。まず檀徳が作徳より優位性を示しているもの5力寺，作徳とほぼ同じ割合
を占めているもの5力寺，作徳の5割以上を占めているもの2力寺，合計8力寺である。このことは安永
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆期の寺院経営が菩提檀家よりの収入にその基盤をおいていることを示している。
　なおまた数字にでない檀徳がこのほかに多くあったと思われる。それを類推できるものとして例外的に
書かれた記事があるので記してみる。橘樹郡大師河原明長寺によ’れば，
　1．銭四拾弐貫文　　　　　　　正　月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壇施
　　　　　　　　　　　　　　　　三　月
　1．銭弐拾八貫文余　　　　　　二季彼岸収納
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　　白米四俵
　t．銭七拾貫文余　　　　　　八　　幡　　宮
　　　　　　　　　　　　　　石　　観　　音　　年中散物
　　　　　　　　　　　　　　自　坊　観　音
　1．金壱両弐分
　　　右七ケ年以前書上候大般若料当住良達代新寄附之分に御座候
　1．金弐両壱分　　　　　　　四節法華経
　　　銭四貫文　　　　仁王経読経施物
　1．米拾五俵余　　　　　　　壇方先祖牌前之霊供米
　とみえている。これによれば正月・3月の檀施，二季彼岸，大般若会，四節．に法華経読調，仁王経読請
等の行事により収入をあげる一一方，境内堂宮からのさい銭，御霊供米などの名目で収益を得ている。これ
また檀徳と考えると，ここに記した分が金三両弐分，銭144貫．米19俵となる。これを米に直すと，
54．　8石，なおこの寺の全収入は5＆8石であるので，それらの雑檀徳の占める割合は，その59％とな
る。つまり実際の檀徳は，分限帳檀徳に全収入の約6割を加算したものであることがわかる。但し若干の
例外を除いてこのような記事は，他の寺院においては書きあげられていない。しかしこのような諸法会・
諸行事は一般的に諸寺院で行なつており，さい銭もまた当然その収益の一部と考えると，あえてこれを例
外とするにはあたらないと思う。この点から類推すると，檀徳にあらわれた数字以外に全体の約6割程度
を檀家が負担していたことがあきらかである。このことから寺院全収入の中における檀徳と作徳との割合
は，むしろ逆転し，その比重は檀徳にかかつていたと考えることも可能である。
　っぎに1力寺当りの総収入がどの程度あつたか，その総収入がはつきりしている20力寺について検討
してみる。20力寺の総収入は657．95石となり，1力寺当り32．89石という数字を得ることができ
る。
　つぎに檀家の負担額であるが，表面上の檀家収入は28．　5％であるから9．5石がそれに当る。なお先述
した如く約6割をこれに加算すると，29石となる。これを菩提檀家数で割ると，菩提1軒の負担額は平
均2斗3升8合という数字が得られる。なお寺院の規模を知る意味において，本堂の坪数を出してみよう。
ここでは新編武蔵風土記稿により，橘樹・多摩の二郡にそのヌポツトを合はせてみた。二郡での直末は5
力寺で，平均坪数は75．　2坪である。
　安永期の直末寺院の規模を一応えがいてみると，檀家数159・5軒，内菩提檀家122．8軒，1力寺当．
りの総収入32．89石，実質的な檀啄よりの収入29．O石，菩提檀家1軒の負担額2斗5升6合，本堂坪
数75．　2坪ということになる。
2
ここでとりあげたのは武蔵国又末寺院128力寺である。まず檀家数について検討してみる。檀家数を
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記してあるものが106力寺で，その分布を以下に示してみる。
これによると150軒以下が65．　2％をしめている。また平均壇家
数は1455軒である。これは直末のそれより16軒少ない。
　つぎに菩提檀家と祈願壇家の比率を検討してみると，両方書きあ1〆
げてあるものが77力寺あるが，菩提檀家が多いもの56力寺，祈
願檀家が多いもの30力寺．菩提・祈願檀家ほぼ同数のもの11力
寺を得ることができる。また全檀家数における菩提と祈願の割合は
51対49となり，わずかながら菩提檀家が優位性を示している。
　っぎに檀徳にっいてみてみる。ここでとりあげたのは114力寺
である。
第5表　檀家よりの収入　　　5石以下の収入の寺院をみると，全体
1石以下
t．所～
2．1～
51～
4．．1～
5．t～
6．1～
Z1～
＆1～
　9．1～1
10．1～20．0
20．1～30。0
50．1～40．0
2．0
5．0
4．0
5．0
6．0
7．O
ao
9．O
O．0
計
??ー??????」ー?」?????????
114
の75．　4％という数字を得ることがで
きる。つまり4分の5の寺院は5石以
下の檀徳ということになる。1力寺平
均檀徳は4．71石である。
　また寺院総収入を検討してみると，
その明白なものは25力寺であるが，
全寺院収入334．48石で，1力寺当
り15．　58石となる。この数をみる限
りにおいては，t力寺の檀徳が全収入
に対する割合は55．　2％である。これ
は直末寺院の2a5％より大きい数字
である。これによれば直末寺院より多
第4表　又末寺院の檀家数
檀家数
1．o以下
101～1
111～1
121～1
131～1
141～1
151～1
16t～1
171～1
181～1
19i～200
201～250
251～500
301～350
35　1～400
401～
不　　　記
11～　　20
21～　　30
51～　　40
41～　　50
51～　　60
61～　　70
71～　　80
81～　　90
91～100
　　　　 0
　　　　20
　　　　30
　　　　40
　　　　50
　　　　60
　　　　70
　　　　80
　　　　90
又∫末
????．??????????????????????????????????ー???????」
く檀家に依存していることがあきらかになる。
　っぎに菩提槽家1軒についての負担をみてみると，檀徳4．・71石プラヌ全体の6割とすれば12．ア4石
となり，それを菩提檀家数で割ると，1斗7升4合の数字を得ることができる。時代はさがるが寺院規模
の指標となる本堂の坪数にっいてみてみたい。新編武蔵風土記稿の橘樹郡・多摩郡の44力寺の平均本堂
坪数は42．8坪である。
　最後に一応又末寺院の規模にっいて素描してみると，檀家数145．　5軒，内菩提檀家75．　2軒，1寺当
りの総収入1558石，実質的檀徳12．74石，菩提檀家1軒当りの負担額1斗7升4合，1力寺の本堂
坪数42。8坪である。
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　　　　3
　武蔵国孫末寺院45力寺をその対象とした。まず檀家数にっいて．不明7力寺を除く，56力寺にっい
てみていきたい。その分布を以肩こ示¢てみる。（第6表）
第6表　孫末寺院檀家数
檀家数
10戸以下
　11～
　21～
　31～
　41～
　51～
　6．1『》
　71～
　81～
　91～1
101～1fl
121～1
?????????
　　t～120
　　　　　30
151～140
141～150
151～160
t61～170
t71～180
181～¶90
191～200
201～250
25f～300
301～3　50
351～400
401～
不　　　記
麻
??
?????
?????
7
120軒以下が658％をしめており，平均は
116軒である。これは直末より452軒少なく
又末より2Z2軒少ない。
　っぎにこのなかで菩提檀家と祈願檀家の比率を
検討してみる。両方がはつきりしているのは32
力寺で，菩提檀家が多いもの21力寺，祈願檀家
が多いもの9力寺，同数2力寺で，菩提と祈願の
比は59．2対40．　8となり，孫末寺院においても，
菩提檀家の優位性を実証することができる。
　きらに檀徳にっいてみると，不明1力寺で42
力寺があきらかである。
5石以下は85．　7％となる。このことから圧倒的
多くの寺院が5石以下であつたことが明白である。
平均檀tw　5．1右，孫末寺院のなかで42力寺の総
収入が明確であるが，それによるとt力寺あたり
第7表檀家よりの収入
1．1～　2．0
2．1～　5．　0
3．1～　4，0
4．1～　5，0
5．1～　6．0
6．1～　ZO
Z1～　＆O
a1～　9．0
9．1～10．0
10．1～
の平均総収入は9駒5石となる。檀徳の占める割合は32．6％である。寺院
規模を算出するため，新編武蔵国風土記稿により，橘樹郡・多摩郡の両郡の
平均坪数を出してみると，1寺の太堂平均坪数44．　55坪となる。以上の諸
点から寺院経営規模が小さくなるに比例して，杉徳に対する依存度が大きい
ことが指摘できる。
4
　　　　　　　　　　　　　　ここでは下総国における門徒寺院325力寺をその対象とした。本来は武
蔵国のものをとbあげるべきであるが・門徒寺院の書き上げは寺名と地名のみで寺院経営に関する史料が
全くない。そのため門徒寺院のなかでもっとも史料のととのつている下総国のそれにピントを合せてみた。
　まず檀家数の記されているもの304力寺で，分布は以下の如くである。50軒以下は69％の数字を
得ることができ，約7割が50軒以下ということになる。1力寺平均檀家数は4Z2軒である。
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　つぎに菩提と祈願がはつきりする281力寺についてその比率を
検討してみる。この中で菩提檀家をもつている寺院は16％にあた
る45力寺にすぎない。つまり残りの84％は全く祈願檀家のみで
ある。まず菩提檀家をもつ45力寺について，祈願檀家との比を出
してみると，祈願と菩提の割合は7対5となる。ここにおいては祈
願檀家の圧倒的強さをみることができる。
　っぎに檀家iこついて記載されているのは254力寺で1力寺平均
の檀徳は8斗5升4合である。門徒寺院の総収入をここで明白にで
きるのは94力寺である。それによると1力寺あたりの総収入は平
均2．74石であることがわかる。これに占める檀徳の割合は31．1
％である。
　なお1力寺当りの平均本堂坪数を，新編武蔵国風土記稿により橘
樹郡・多摩郡の2郡14力寺についてみると24．48坪であり，下
総国においてもこれと大差ないと考える。
第8表門徒寺院の檀家数
檀家　数
　　　0
　　1～10
　11～20
　21～50
　51～40
　41～50
　51～60
　61～70
　7　1～80
　81～90
　9　1～100
101～150
151～200
20　1～250
25　0～
寺数???????????
504
お　わ　り　に
1．第9表にみるごとく，檀家数は，直末・又末・孫末・門徒と，しだいに減少し，とくに門徒におい
　ては激減している。
　　　　　　　　第9表　直末より門徒、に至る寺院の規模とその経営内容
檀家数 菩提檀家 檀　　徳 本堂坪数 総　収．入
直　末　寺　院
煤@末　寺　院
ｷ　末　寺　院
蛛@徒　寺　院
1595軒
P455
P16．0
SZ2
122β軒
V52
Ua7
T7
95　石
S．7
E51
O．85
752坪
S2．8
S4．5
Q4．5
52．89　石
P乙38
X515
Q．74
2．菩提檀家の割合は，直末・又末・孫末までにおいては全檀家の過半数を占めているが，門徒におい
ては主として祈願である。このことは直末～孫末までにおいては葬式・仏事にその経営の比重をかけ
　ていることを示している。
5．檀家1戸あたりの檀徳は，直末・又末・孫末・門徒の順に低下し，又末は直末の約2分之1，孫末
’は約5分之1．門徒は直末のそれの約4分之1である。そのことは，直末・又末・孫末・門徒の諸寺
　院が村落内の階層秩序と結びついていたことを示している。
4．檀徳は全収入がさがるにつれて減少しているが，反面全収入の中における檀徳の割合は増加してい
　る。つまり貧乏寺院ほど櫓徳に対する依存度が高い。
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5．本堂の坪数は寺院規模の指標であるが，これによると，直末の規模は圧倒的に大きい。又末・孫末
　にはほとんどその差異がみられず，門徒になると一段落’ちる。
6．一応この地域において直末～門徒という本末関係が形成された時期の上限を規定しておきたい。こ
　こでは寛永末年と考えられる。その理由は．
　1）　本寺である東叡山寛永寺が建立されたのが寛永2年（1625）である。
　2）　孫末寺院は喜多院と長楽＄こ二分されるが，長楽寺の天台宗改宗の時期は寛永17年である。
　5）　直末寺院，橘樹郡遍照寺は，寛永19年（tφ42）7月東叡山末となつている。
　4．）　寛永9・10年の諸宗末寺帳において天台宗の未寺帳は存在しない。
以上のことにょり，関東において東叡山寛永寺を中心とするこのような形の本末の秩序を広く組織し
　たのは，寛永末年より遡るとは考えられない。
7．　ここにおいては経営規模の差がそのまま階層とつながっている。そしてこのことは主として寛永末
年を上限とする時期におけるそれぞれの寺院の，菩提檀家の把握の度合にかかつていると考えられる。
　勿論例外としては橘樹郡光明寺のように，享保t4年（1729）門徒から又末に上昇yている寺院
　もあげられる。
8．　門徒寺院の成立年代についてわかつているものはほとんどなく，不明の寺院が多いが，新編武蔵国
風土記にみる橘樹郡・多摩郡の中で，成立年代が確定できるものは延宝年間（1673～1680）
　がその上限である。このことから門徒寺院は寛永末年に存在しておらず，また存在していてもほとん
　ど勢力をもち得ないもので，寛永末年以降延宝期あたりにおいて，徐々にその末端に編成していかれ’
　たものではないかと思う。
9．直末から孫末えの組織化が実質的におこなわれた上限が寛永末年であるとするならば，寺請制度が
全国的に実施された時期もまたこれ以前に遡るとは必らずしもいいきれない。
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